
介紹

・
量
と
も
に
一
つ
の
理
想
を
実
現
し
て
お
り
、
「
東

寺
文
書
」
の
利
用
の
将
来
に
わ
た
る
基
準
と
な
る

事
は
間
違
い
な
い
。

　
　
　
（
B
4
判
　
図
版
篇
＝
瓢
二
二
頁
　
カ
ラ
ー
図

　
　
　
三
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・
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ク
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版
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四
占
噛
　
解
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編
二
七
四
頁
　
同
朋
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版
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九
八
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一
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○
○
円
）

　
　
　
　
　
　
　
（
伊
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［
　
京
郊
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学
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院
生
）

川
北
　
平
編

『
「
非
労
働
時
間
」
の
生
活
史

　
i
英
国
風
ラ
イ
フ
・
ス
タ
イ
ル

　
の
誕
生
1
』

　
近
年
、
対
日
貿
易
不
均
衡
と
の
関
連
で
、
日
本

人
の
「
働
き
過
ぎ
」
に
対
す
る
批
判
が
頓
に
高
ま

り
っ
つ
あ
る
。
こ
う
し
た
批
判
の
先
鋒
に
立
つ
西

欧
諸
国
に
お
い
て
も
、
余
畷
の
成
立
と
そ
の
社
会

的
承
認
は
工
業
化
以
降
の
経
験
に
す
ぎ
ず
、
ま
た

そ
の
展
開
は
、
現
代
的
な
「
レ
ジ
ャ
ー
」
と
い
う

語
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
で
は
包
み
切
れ
ぬ
諸
々
の
歴
史

的
局
面
を
有
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
本
論
集
は
英

国
に
お
け
る
余
暇
活
動
の
成
立
と
そ
の
歴
史
的
展

開
を
論
じ
た
、
イ
ギ
リ
ス
都
市
生
活
史
研
究
会
に

よ
る
『
路
地
裏
の
大
英
帝
国
』
に
次
ぐ
研
究
の
成

果
で
あ
る
。
以
下
、
本
書
の
順
に
し
た
が
っ
て
紹

介
を
す
す
め
る
こ
と
に
し
た
い
。

　
第
一
部
「
『
非
労
働
時
間
』
の
成
立
」
に
は
、
エ

業
化
以
前
の
「
非
労
働
時
間
」
の
在
り
方
を
論
じ

た
二
論
文
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
川
島
論
文
門
暦

の
な
か
の
娯
楽
」
で
は
、
工
業
化
前
の
農
村
的
社

会
に
お
け
る
民
衆
娯
楽
の
機
能
及
び
そ
の
変
容
と

が
、
上
位
階
層
の
民
衆
娯
楽
観
と
の
兼
ね
あ
い
で

論
じ
ら
れ
る
。
十
七
世
紀
の
ピ
ュ
…
リ
タ
ソ
の
嫌

悪
と
攻
撃
と
を
民
衆
の
伝
統
的
（
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン

達
の
目
に
は
カ
ト
リ
ッ
ク
的
、
あ
る
い
は
異
教
的

と
映
っ
た
）
娯
楽
は
生
き
の
び
た
。
そ
れ
は
、
こ

う
し
た
娯
楽
・
儀
式
が
農
村
の
生
活
リ
ズ
ム
・
労

働
と
分
か
ち
難
く
結
び
つ
き
、
ま
た
農
村
社
会
の

縦
横
の
緊
密
な
人
問
関
係
の
確
認
と
再
生
産
と
い

う
不
可
欠
の
機
能
を
有
し
て
い
た
が
ゆ
え
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
十
八
・
九
世
紀
の
、
農
村
社
会
へ

の
市
場
原
理
の
浸
透
と
共
同
体
の
崩
壊
に
よ
っ
て
、

こ
う
し
た
伝
統
的
娯
楽
は
そ
の
存
在
意
義
を
喪
失

す
る
に
至
る
。
こ
れ
に
追
い
う
ち
を
か
け
た
の
が
、

十
九
世
紀
版
ピ
ュ
ー
リ
タ
ニ
ズ
ム
と
も
言
う
べ
き

「
合
理
的
娯
楽
」
の
運
動
で
あ
る
。
中
流
階
級
に

よ
る
、
こ
の
新
た
な
「
都
市
の
農
村
へ
の
戦
争
し

を
通
じ
て
、
民
衆
の
共
同
体
的
娯
楽
へ
の
固
執
は
、

欄
人
の
道
徳
的
怠
惰
へ
と
読
み
か
え
ら
れ
、
同
時

に
労
働
時
間
と
「
非
労
働
時
間
」
と
の
分
離
が
試

み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
以
上
の
様
に
、
前
工
業
化
社
会
に
お
い
て
は
、

労
働
と
娯
楽
は
分
か
ち
難
く
結
び
つ
き
、
明
確
な

形
で
の
「
非
労
働
時
間
」
は
成
立
し
て
い
な
か
っ

た
。
あ
ま
っ
さ
え
、
工
業
化
以
前
に
は
民
衆
の
娯

楽
活
動
そ
の
も
の
が
批
難
の
対
象
で
も
あ
っ
た
。

し
か
し
な
が
ら
前
工
業
化
時
代
に
も
弱
確
な
か
た

ち
で
「
非
労
働
蒔
間
」
を
有
す
る
人
々
が
少
数
な

が
ら
存
在
し
た
。
川
北
論
文
「
時
は
『
カ
ネ
』
か

敵
か
　
前
工
業
化
都
市
の
『
非
労
働
時
間
』
」
は
支

配
階
級
の
壮
大
な
社
交
場
と
し
て
の
ロ
ソ
ド
ソ
の

在
り
様
に
言
及
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
ジ
ェ
ン

ト
ル
マ
ン
階
層
こ
そ
が
、
工
業
化
以
前
に
明
確
な

「
非
労
働
時
間
」
を
有
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
そ

れ
は
強
烈
な
自
己
顕
示
欲
に
支
え
ら
れ
た
社
交
と

い
う
形
で
展
開
さ
れ
る
。
こ
れ
が
十
六
一
七
世
紀

の
交
の
「
ロ
ソ
ド
ソ
社
交
季
節
」
の
成
立
で
あ
り
、

こ
う
し
た
密
事
的
消
費
の
慣
習
は
上
流
帯
民
へ
と

広
が
っ
て
行
く
。
し
か
し
、
上
流
市
民
に
と
っ
て

は
コ
ー
ヒ
ー
ハ
ウ
ス
が
、
下
層
民
衆
に
と
っ
て
は

飲
み
屋
が
そ
の
社
交
場
で
あ
っ
た
。
そ
の
意
味
で

工
業
化
以
前
に
は
、
「
非
労
働
時
闇
」
に
こ
そ
階
層

ご
と
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
形
成
の
契
機
が
あ
っ

た
。
ロ
ン
ド
ン
等
の
都
市
と
農
村
的
地
方
と
の
対

照
を
更
に
際
立
た
せ
た
の
は
、
十
八
世
紀
に
お
け
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る
娯
楽
の
商
品
化
・
産
業
化
の
傾
向
で
あ
る
。
こ

れ
は
地
方
が
工
業
化
以
降
に
経
験
す
る
事
態
の
先

取
り
で
も
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
こ
と
が
、
他

方
で
民
衆
娯
楽
公
認
の
桓
軒
と
も
な
る
。
工
業
化

以
降
の
ミ
ド
ル
・
ク
ラ
ス
に
よ
る
「
合
理
的
娯

楽
」
と
い
う
形
で
の
「
上
か
ら
の
強
制
偏
は
、
見

方
を
か
え
れ
ば
、
こ
の
娯
楽
の
公
認
を
前
提
と
し

た
、
あ
る
べ
き
ア
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ
の
提
示
だ
っ
た

の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
「
上
か
ら
の
強
制
」

に
対
す
る
「
パ
ブ
の
文
化
」
の
抵
抗
力
は
、
工
業

化
と
と
も
に
「
階
級
意
識
」
形
成
の
場
が
生
産
の

場
へ
と
移
っ
て
い
く
に
つ
れ
弱
ま
っ
て
い
っ
た
と

さ
れ
る
。

　
以
上
の
よ
う
な
過
程
を
経
て
、
明
確
な
形
で
労

働
時
間
か
ら
分
離
し
て
き
た
「
非
労
働
時
間
」
が

十
九
世
紀
都
市
と
い
う
舞
台
で
、
具
体
的
に
如
何

な
る
形
で
す
ご
さ
れ
た
の
か
。
第
二
部
「
読
む
・

た
し
な
む
」
で
は
、
大
久
保
論
文
「
日
曜
は
『
読

書
』
の
日
　
都
市
民
衆
の
活
字
メ
デ
ィ
ア
」
が
都

市
民
衆
の
活
字
文
化
の
問
題
を
、
河
村
論
文
「
ヴ

ィ
ク
ト
リ
ア
時
代
の
女
性
と
レ
ジ
ャ
ー
」
で
は
女

性
の
レ
ジ
ャ
ー
の
在
り
方
を
検
討
し
て
い
る
。
大

久
保
論
文
は
、
十
九
世
紀
中
葉
の
都
市
労
働
者
の

支
持
を
勝
ち
得
た
日
曜
新
聞
の
成
功
を
、
す
で
に

民
衆
む
け
の
出
版
文
化
に
存
在
し
て
い
た
セ
ン
セ

ー
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
、
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
、
さ
し
絵
の

三
要
素
を
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
と
い
う
器
で
引
き

継
い
だ
点
に
求
め
る
。
換
言
す
れ
ば
、
都
市
民
衆

の
た
め
に
与
え
ら
れ
た
商
業
的
活
字
文
化
を
受
け

継
い
だ
日
曜
新
聞
を
通
じ
て
、
商
業
的
な
大
衆
ジ

ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
が
都
市
の
民
衆
文
化
の
中
に
根
づ

い
て
い
っ
た
と
さ
れ
る
。

　
河
村
論
文
は
、
ミ
ド
ル
・
ク
ラ
ス
の
女
性
の
レ

ジ
ャ
ー
活
動
の
在
り
様
を
、
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
時
代

の
支
配
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
一
部
と
し
て
の
ア
イ

ド
ル
・
ウ
ー
マ
ン
皿
パ
ー
フ
ェ
ク
ト
・
レ
デ
ィ
像

の
浸
透
と
そ
の
変
化
と
結
び
つ
け
て
論
じ
て
い
る
。

前
期
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
時
代
の
、
ア
イ
ド
ル
・
ウ
ー

マ
ン
と
い
う
理
念
の
影
響
力
の
強
さ
は
、
読
書
や

手
芸
等
の
「
た
し
な
み
」
に
主
眼
を
お
く
ジ
ェ
ン

ト
ル
・
ウ
ー
マ
ン
の
余
暇
活
動
の
在
り
方
に
端
的

に
示
さ
れ
る
。
し
か
し
、
世
紀
末
以
降
、
こ
の
理

想
像
が
諸
々
の
挑
戦
を
受
け
る
中
で
、
女
性
の
レ

ジ
ャ
ー
活
動
も
、
自
転
車
、
「
合
理
服
し
、
更
に
は

テ
ィ
ー
シ
ョ
ッ
プ
に
象
微
さ
れ
る
、
戸
外
の
健
康

的
な
活
動
へ
と
広
が
り
を
見
せ
る
に
至
る
。
こ
こ

で
は
、
レ
ジ
ャ
ー
の
局
面
に
お
い
て
、
伝
統
的
価

値
の
枠
を
「
徐
々
に
、
そ
し
て
静
か
に
し
掘
り
崩

し
て
い
く
ミ
ド
ル
・
ク
ラ
ス
女
性
の
主
体
的
な
姿

が
強
調
さ
れ
る
。

　
第
三
部
「
身
体
を
動
か
す
　
ス
ポ
ー
ツ
と
公
園
」

で
は
、
よ
り
動
的
な
余
暇
活
動
の
在
り
方
が
示
さ

れ
る
。
村
岡
論
文
、
「
サ
ッ
カ
ー
と
ラ
グ
ビ
ー
・
フ

ッ
ト
ボ
ー
ル
発
達
史
」
で
は
、
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の

発
達
が
歴
史
的
に
跡
づ
け
ら
れ
る
。
十
九
世
紀
以

前
の
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
は
、
共
同
体
社
会
の
非
日
常

的
祝
祭
性
に
支
え
ら
れ
た
、
空
間
的
・
時
間
的
に

無
限
定
か
つ
粗
暴
な
民
衆
娯
楽
で
あ
っ
た
。
工
業

化
の
進
行
に
よ
る
共
同
体
の
崩
壊
に
よ
っ
て
、
フ

ッ
ト
ボ
ー
ル
は
十
九
世
紀
に
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
ス
、

ク
ー
ル
の
中
へ
と
そ
の
舞
台
を
移
す
に
至
る
。
フ

ッ
ト
ボ
ー
ル
の
脱
野
蛮
化
と
ル
ー
ル
獲
得
過
程
と

が
、
拾
頭
す
る
ブ
ル
ジ
ョ
ア
を
伝
統
的
ジ
ェ
ン
ト

ル
マ
ン
理
念
の
内
に
包
摂
せ
ん
と
す
る
エ
リ
ー
ト

教
育
制
度
の
枠
内
で
進
め
ら
れ
た
こ
と
が
、
こ
の

ス
ポ
ー
ツ
に
英
国
独
特
の
社
会
的
性
格
を
付
着
さ

せ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
は
、
十
九
世
紀
後
半
に
、

大
衆
レ
ジ
ャ
ー
産
業
の
成
立
と
と
も
に
フ
ッ
ト
ボ

ー
ル
が
民
衆
の
も
と
へ
戻
っ
て
き
た
錦
帯
で
、
ア

マ
チ
ュ
ア
リ
ズ
ム
の
根
強
い
提
唱
と
し
て
顕
現
す

る
に
至
る
。

　
山
田
弧
酬
文
「
国
民
的
ス
ポ
ー
ツ
・
ク
リ
ケ
ッ
ト

の
成
立
」
で
は
、
従
来
比
較
的
に
等
閉
視
さ
れ
て

き
た
こ
の
ス
ポ
ー
ツ
が
、
十
八
世
紀
以
降
、
パ
＋

ロ
ン
の
庇
護
の
も
と
で
急
速
な
発
展
を
遂
げ
た
こ
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介紹

と
、
そ
れ
ゆ
え
に
、
プ
ロ
と
ア
マ
の
対
立
が
顕
在

化
せ
ず
、
「
異
階
級
混
交
の
起
こ
っ
た
数
少
な
い

ス
ポ
ー
ツ
の
ひ
と
つ
」
た
り
得
た
事
情
が
指
摘
さ

れ
て
い
る
。

　
米
田
論
文
「
コ
ー
ク
ス
の
中
の
祝
祭
都
市
」
は
、

伝
統
的
一
祝
祭
的
娯
楽
パ
タ
ー
ン
と
「
明
確
な
非

労
働
時
間
」
が
設
定
さ
れ
て
以
降
の
「
合
理
的
」

娯
楽
の
パ
タ
ー
ン
と
が
対
立
を
は
ら
み
な
が
ら
も

共
存
し
、
十
九
世
紀
中
葉
以
降
の
都
市
の
娯
楽
の

パ
タ
ー
ン
を
形
成
し
て
い
っ
た
様
が
描
か
れ
る
。

焦
点
を
一
地
方
都
市
プ
レ
ス
ト
ソ
に
限
定
し
た
結

果
、
都
市
の
変
化
し
つ
つ
あ
る
娯
楽
活
動
の
多
様

な
側
面
が
集
約
的
に
示
さ
れ
て
い
る
。

　
第
四
部
「
大
衆
化
し
た
レ
ジ
ャ
ー
」
で
は
、
伝

統
的
娯
楽
の
色
あ
い
を
払
拭
し
、
い
っ
そ
う
商
業

化
・
大
衆
化
し
た
、
今
日
的
意
味
で
の
レ
ジ
ャ
ー

の
展
開
が
示
さ
れ
る
。
井
野
瀬
論
文
「
歌
は
世
に

つ
れ
、
世
は
歌
に
つ
れ
　
ロ
ン
ド
ン
子
と
ミ
ュ
ー

ジ
ッ
ク
・
ホ
ー
ル
」
は
、
英
国
国
民
文
化
の
一
翼

を
担
っ
た
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・
ホ
ー
ル
が
、
そ
の
十

九
世
紀
末
の
全
盛
期
へ
と
至
る
道
筋
を
、
供
給
す

る
投
資
家
・
経
営
者
の
戦
略
・
対
応
、
受
容
者
た

る
ロ
ン
ド
ン
労
働
者
の
意
識
の
変
化
、
そ
し
て
両

者
の
媒
介
要
た
る
芸
人
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル

化
と
い
う
三
本
の
軸
を
中
心
に
克
明
に
跡
づ
け
て

い
る
。

　
角
山
論
文
「
ギ
ャ
ン
ブ
ル
、
映
画
、
恋
の
冒
険
」

で
は
、
両
大
戦
間
期
に
す
で
に
始
ま
り
つ
つ
あ
っ

た
余
暇
社
会
へ
の
移
行
に
、
B
・
ロ
ー
ン
ト
リ
ー
、

G
・
R
・
ラ
バ
ー
ス
の
ケ
ー
ス
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
を

手
が
か
り
に
、
個
人
の
余
暇
活
動
と
い
う
閉
ざ
さ

れ
た
側
面
か
ら
光
が
あ
て
ら
れ
て
い
る
。
対
象
は
、

ギ
ャ
ン
ブ
ル
、
映
画
、
更
に
は
「
性
の
娯
楽
化
」

に
ま
で
至
り
、
適
宜
、
同
時
代
の
日
本
の
事
情
と

の
比
較
に
論
及
さ
れ
る
。

　
以
上
が
本
論
集
の
要
約
で
あ
る
。
以
下
紹
介
者

の
若
干
の
感
想
を
述
べ
さ
せ
て
頂
き
た
い
。
本
書

の
最
大
の
特
長
は
、
タ
イ
ト
ル
と
は
裏
腹
に
、
余

暇
活
動
を
単
な
る
生
産
労
働
の
残
余
と
し
て
で
は

な
く
、
英
小
人
の
文
化
・
生
活
ス
タ
イ
ル
の
質
を

規
定
し
た
積
極
的
な
要
素
と
し
て
提
示
し
た
点
に

あ
る
。
し
か
も
、
そ
の
際
、
レ
ジ
ャ
ー
を
提
供
す

る
側
の
事
情
よ
り
も
む
し
ろ
そ
れ
を
「
消
費
」
す

る
側
の
事
情
に
専
ら
光
を
あ
て
て
い
る
点
に
こ
の

論
集
の
功
績
が
あ
ろ
う
。
と
は
い
え
、
伝
統
的
娯

楽
が
漫
食
さ
れ
て
以
降
、
娯
楽
が
商
業
化
・
大
衆

化
さ
れ
た
結
果
、
余
暇
活
動
の
イ
ニ
シ
ア
チ
ヴ
は

そ
れ
を
提
供
す
る
「
資
本
」
の
側
へ
移
り
、
人
々

は
そ
れ
を
「
消
費
」
す
る
に
す
ぎ
ぬ
存
在
と
な
っ

て
し
ま
っ
た
と
の
印
象
も
同
時
に
受
け
る
の
で
あ

る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
本
論
集
の
責
で
は
あ
る
ま

い
。
余
暇
活
動
の
「
消
費
者
」
か
ら
「
生
産
者
」

へ
と
い
う
課
題
は
現
在
の
我
々
の
も
の
で
も
あ
る

の
だ
か
ら
。

　
　
　
（
A
四
判
　
二
八
五
頁
　
一
九
八
七
年
三
月

　
　
　
リ
ブ
ロ
ポ
ー
ト
　
　
二
四
〇
〇
円
）

　
　
　
（
佐
久
間
　
亮
　
　
京
都
大
学
大
学
院
生
）
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